
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  直流源からの直流電圧を高周波信号に変
換して放電灯を点灯するように成された点灯回路におい
て、
前記高周波信号によって駆動される駆動手段と、
前記駆動手段の出力端に接続された、棒状の中心コアの
軸方向に沿った外周面に巻数が十のオーダーの一次巻線
と極細線で千のオーダーの二次巻線とをそれぞれ有する
漏洩磁束トランスと、
前記トランスの二次巻線に直接接続された放電灯とを具
備して成ることを特徴とする点灯回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は蛍光灯等の放電灯を点灯
させる高圧用トランス及び高圧用トランスを用いた点灯

回路に係り、特に携帯用の小型液晶表示装置（以下ＬＣ
Ｄと記す）に用いて好適な点灯回路に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来から蛍光灯等の放電灯を点灯させる
ために用いる点灯回路として最も広く利用されているも
のに点灯管－チョーク回路がある。この様な点灯回路は
商用交流電源を用い起動回路（例えば点灯管）を除け
ば、基本的には放電灯に直列に抵抗を接続した同相回
路、インダクタンス直列の遅相回路、コンデンサ直列の
進相回路の３つになる。
【０００３】然し、携帯用の小型テレビ受像機、ポータ
ブル型のコンピュータ等の電子機器に用いるＬＣＤのバ
ックライトとして利用する蛍光灯を点灯する点灯回路や
トランスとしては電源として乾電池の様な一次又は充電
可能な二次電池が用いられるため、図１１に示す様に直
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流電圧＋Ｖｃｃをスイッチングして蛍光灯ＦＬを点灯す
る様に構成されている。
【０００４】従来の図１１に示す構成では端子ＴＥには
一次電源又は二次電源からの直流電圧＋Ｖｃｃが供給さ
れている。
【０００５】この端子ＴＥには例えば２２０μＦのチョ
ークコイルＣＨの一端が接続され、このチョークコイル
ＣＨの他端は高圧用トランスＴ１ の第１の一次巻線ＰＷ
１ のセンタタップＣＴに接続されている。
【０００６】端子ＴＥは抵抗器Ｒ１ 及びＲ２ を介して第
１及び第２のトランジスタＱ１ 及びＱ２ のベースに接続
されると共に高圧用トランスＴ１ の第２の一次巻線ＰＷ
２ に接続されている。
【０００７】第１及び第２のトランジスタＱ１ 及びＱ２

のエミッタは接地されると共に各々のトランジスタのコ
レクタは高圧用トランスＴ１ の第１の一次巻線ＰＷ１ の
両端子巻線に接続され、更にコンデンサＣ１ が該両端子
巻線間に並列に接続されている。
【０００８】高圧用トランスＴ１ の二次巻線ＳＷ１ は、
バラスト用のコンデンサ（３３ＰＦ～１００ＰＦ程度）
Ｃ２ を介して蛍光灯ＦＬの陽陰フィラメントに接続され
ている。
【０００９】上述の構成は一種のＤＣ－ＤＣコンバータ
であり、高圧用トランスＴ１ の第２の一次巻線ＰＷ２ を
介して第１のトランジスタＱ１ がバイアスされて第１の
トランジスタＱ１ は「オン」され、センタタップＣＴに
加えられた直流電圧＋Ｖｃｃにより電流ｉ１ が流れ、高
圧用トランスＴ１ の二次巻線ＳＷ１ に所定の電圧が誘起
される。
【００１０】次に第２のトランジスタＱ２ が「オン」さ
れるとセンタタップＣＴに加えられた直流電圧＋Ｖｃｃ
により電流ｉ２ が流れ高圧用トランスＴ１ の二次巻線Ｓ
Ｗ１ に所定の電圧が誘起されることになる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】上述の従来の点灯回路
に用いる高圧用トランスとしては、ＥＩ型コア，ＵＩ型
コア，壺型コア，或はＥＥ型コア等が用いられ、例えば
図１２Ａに示す様な高圧用トランスの場合、小型化を図
ってもコア１の大きさは高さＨ＝２０ｍｍ，直径φ＝２
５ｍｍ程度であり、図１２Ｂに示すものでＨ＝２０ｍ
ｍ，Ｗ＝２５ｍｍ，長さＬ＝３０ｍｍ程度と大きくな
る。
【００１２】更に蛍光灯ＦＬを小型化し、例えば、携帯
用のＬＣＤの画枠と略同一寸法と成し、その直径を７～
８ｍｍ程度としても高圧用トランスＴ１ の二次巻線ＳＷ
１ に必要とするバラスト用コンデンサＣ２ は耐圧が２Ｋ
Ｖ程度と高電圧を必要とするため大型化し、且つ高価と
なる問題があった。
【００１３】上記した高圧用トランスＴ１ 及びコンデン
サＣ２ をプリント基板上に載置し、点灯回路を構成する

とプリント基板の大きさは幅２０ｍｍ×長さ１００ｍｍ
で高さはトランスの高さ２０ｍｍ程度と極めて大型化さ
れ、高圧用トランスを用いた点灯回路全体を小型化する
ことが極めて困難となる問題があった。
【００１４】本発明は上記した問題点を解消した高圧用
トランスを用いた点灯回路を提供するにあり、その目的
とするところは高圧用トランスを小型化することが出来
ると共に大型化する原因となるバラスト用コンデンサを
不用とした点灯回路を得ることにある。
【００１５】
【課題を解決するための手段】本発明の第１の高圧用ト
ランスは、その例が図１に示される様に、棒状コア又は
棒状ボビンに巻回した一次及び二次コイルと、この棒状
コア又は棒状ボビン両端の少なくともいずれか一方に形
成した棒状コア又は棒状ボビンを保持する保持部材と、
この保持部材に一次又は二次コイルの入出力端子を形成
して成ることに発明の要旨を有するものである。
【００１６】本発明の第２の高圧用トランスは、その例
が図２に示される様に、棒状コア又は棒状ボビンに巻回
した一次及び二次コイルと、この棒状コア又は棒状ボビ
ン両端を保持するコ字状に形成した保持部材と、この保
持部材のコ字状の脚部に架橋した放電灯とを具備して成
ることに発明の要旨を有するものである。
【００１７】本発明の点灯回路は、その例が図４に示さ
れている様に、直流源からの直流電圧を高周波信号に変
換して放電灯を点灯する様に成された点灯回路に於て、
高周波信号によって駆動される駆動手段と、この駆動手
段の出力端に接続された棒状コア又は棒状ボビンに巻回
した一次及び二次コイルから成る高圧用トランスと、こ
の高圧用トランスの二次コイルに直接接続された放電灯
とを具備して成ることに発明の要旨を有するものであ
る。
【００１８】
【作用】第１の本発明によると棒状コア又は棒状ボビン
に一次及び二次巻線を巻回し、この棒状コア又は棒状ボ
ビンの両端の少なくとも一方に引出端子を有する保持部
材を設ける様に成したのでＬＣＤ用の導光板側縁に沿っ
て配設可能な極めて小型の高圧用トランスが得られる。
【００１９】第２の本発明によると棒状コア又は棒状ボ
ビンに一次及び二次巻線を巻回し、この棒状コア又は棒
状ボビンを両端に脚部を有するコ字状の保持部材間に橋
絡させると共に放電灯もこの脚部間に橋絡させる様に構
成したので、ＬＣＤ用導光板側縁に沿って放電灯と高圧
用トランスを配設可能な極めて小型の高圧用トランスが
得られる。
【００２０】本発明の点灯回路によると、棒状構成の高
圧用トランスを駆動する駆動回路を該高圧用トランスの
一次巻線側に接続させ、高周波発振器からの高周波信号
で駆動回路にスイッチング回路を介して励振させ、高圧
用トランスの二次巻線に直接放電灯を接続させる様にし
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て高圧用トランスを漏洩磁束型トランスとして機能させ
たので、放電灯と直列に接続させる高耐圧用のコンデン
サが不用となり、点灯回路をＩＣ化することで小型化さ
れたものを得ることが出来る。
【００２１】
【実施例】以下、本発明の点灯回路を図面を用いて説明
する。本例の高圧用トランスを図１乃至図３で説明する
に先立ち図４によって点灯回路の全体的構成を説明す
る。
【００２２】図４で、３は高周波発振器であり、１１０
ＫＨｚ程度の矩形波の高周波信号を発振する。
【００２３】この発振器３からの発振信号は第１のノッ
ト回路ＩＮ１ 並びに第２及び第３のノット回路ＩＮ２ と
ＩＮ３ を直列接続した回路に夫々供給される。
【００２４】第１のノット回路ＩＮ１ の出力はベース抵
抗器Ｒ３ を介して第１のスイッチングトランジスタＱ３

のベースに供給され、第３のノット回路ＩＮ３ の出力は
ベース抵抗器Ｒ４ を介して第２のスイッチングトランジ
スタＱ４ のベースに供給される。第２のスイッチングト
ランジスタＱ４ のベースには第２及び第３のノット回路
ＩＮ２ 及びＩＮ３ がカスケード接続されているので発振
信号の正転波形が供給され、第１のスイッチングトラン
ジスタＱ３ のベースには発振信号の正転波形が供給され
る。
【００２５】第１及び第２のスイッチングトランジスタ
Ｑ３ 及びＱ４ のエミッタは夫々接地され、夫々のコレク
タは第１及び第２の駆動用トランジスタＱ５ 及びＱ６ の
ベースに接続されると共に第１のスイッチングトランジ
スタＱ３ のコレクタは第２の駆動用トランジスタＱ６ の
コレクタに抵抗器Ｒ６ を介して接続され、第２のスイッ
チングトランジスタＱ４ のコレクタは第１の駆動用トラ
ンジスタＱ５ のコレクタに抵抗器Ｒ５ を介して接続され
ている。
【００２６】第１及び第２の駆動用トランジスタＱ５ 及
びＱ６ のエミッタは夫々接地され、夫々のコレクタはダ
イオードＣＤ１ 及びＣＤ２ の陰極側に接続され、夫々の
ダイオードＣＤ１ 及びＣＤ２ の陽極は接地されている。
更に夫々のコレクタは後述する高圧用トランスＴ２ の一
次巻線ＰＷ３ 及びＰＷ４ の一方の端子に接続され、一次
巻線ＰＷ３ 及びＰＷ４ の他端は直列接続され、この接続
点からセンタタップＣＴ１ が導出され、このセンタタッ
プＣＴ１ に直流電圧＋Ｖｃｃ＝＋６Ｖが供給されてい
る。
【００２７】高圧用トランスＴ２ のコア２は例えばマン
ガン系のフェライトのコアバーで構成され、該コアバー
２に所定絶縁材を介して一次及び二次巻線ＰＷ３ ，ＰＷ
４ 及びＳＷ２ が巻回され、一次巻線と二次巻線の結合を
疎にし、二次巻線ＳＷ２ と直列に直接蛍光灯ＦＬ１ が接
続される。即ち、二次巻線ＳＷ２ は一端を接地すると共
に蛍光灯ＦＬ１ の一方の電極に接続し、他方の二次巻線

の一端を蛍光灯ＦＬ１ の他方の電極に接続している。
【００２８】放電灯としての蛍光灯ＦＬ１ は例えば放電
開始電圧７００Ｖ、放電電圧３６０Ｖ、管電流７ｍＡ程
度のＬＣＤバックライト用の小型蛍光灯である。
【００２９】上述の回路に用いられる高圧用トランスＴ
２ のボビン形状の一実施例を図３の様に構成させること
も出来る。図３で、６のボビンは、ジアゾテレフタレー
ト、ポリカーボネート、ガラス、ポリエステル等の合成
樹脂で略々円筒状に形成される。ボビン６の両端は保持
部材７，８と成され、この保持部材７，８に一次巻線Ｐ
Ｗ３ 及びＰＷ４ 並びに二次巻線ＳＷ２ の端末取出用ピン
９，１０が植立されて端子部を形成している。
【００３０】ボビン６の外表面には鍔部１１を複数箇所
に設け、これら鍔部１１，１１間に一次及び二次巻線Ｐ
Ｗ３ ，ＰＷ４ を巻回する。本例では一次巻線ＰＷ３ ，Ｐ
Ｗ４ は０．２φｍｍ線を２０ターン巻回し、二次巻線Ｓ
Ｗ２ は０．０５φｍｍ線を３０００ターン巻回してい
る。尚、ボビン６の径は３．５φｍｍであり、又、ボビ
ン６の全長Ｌ＝３０ミリ、コイル巻回時最大直径Ｄ０ ＝
５φｍｍであり、コア２としては棒状の１．５φｍｍ×
３０ｍｍのフェライトコアをボビン６の円筒中心孔に挿
入固定している。
【００３１】上述の様に構成した高圧用トランスＴ２ で
は一次巻線ＰＷ３ 及びＰＷ４ と二次巻線ＳＷ２ とが棒状
ボビン６の両端に巻回されているため磁気結合が疎で、
漏れ磁束の生じ易い漏洩用トランスが簡単な構造で得ら
れる。この漏洩用トランスは従来ＥＴ型鉄芯を介して一
次及び二次巻線を巻回する場合、結合を疎にするため磁
路を長くしたので、トランス全体が極めて大型化し、特
に携帯用の表示装置等のバックライト用の高圧用トラン
スとしては適したものがなかった。
【００３２】この様に高圧用トランスとして漏洩用トラ
ンスを用いると二次電流の増加に対し、漏れ磁束が増加
し、二次電圧の端子電圧が低下し、電流の増加を抑制す
るので、所定負荷範囲で二次電流を一定に保つことが出
来て二次側に接続する高耐圧用の大きなコンデンサＣ２

が必要なくなる。この効果は点灯回路の小型化に大きく
寄与することになる。
【００３３】上述した図４に示す点灯回路の動作を以下
に詳記する。高周波発振器３で発振した１１０ＫＨｚの
高周波信号は第１のノット回路ＩＮ１ の出力で反転さ
れ、ベース抵抗器Ｒ３ を介して第１のスイッチングトラ
ンジスタＱ３ のベースに供給され、スイッチングトラン
ジスタＱ３ のベースをバイアスする。
【００３４】同様に第２及び第３のノット回路ＩＮ２ 及
びＩＮ３ を介して第３のノット回路ＩＮ３ の出力に取り
出された高周波信号は正転状態でベース抵抗器Ｒ４ を介
して第２のスイッチングトランジスタＱ４ のベースに供
給され、スイッチングトランジスタＱ４ のベースをバイ
アスする。
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【００３５】よって、第１及び第２のスイッチングトラ
ンジスタＱ３ 及びＱ４ は高周波信号の正負パルスに応じ
て「オン」「オフ」する。
【００３６】第１のスイッチングトランジスタＱ３ が
「オン」されると第１の駆動用トランジスタＱ５ は駆動
状態に成される。よって、電源電圧＋Ｖｃｃからの電流
ｉ２ は高圧用トランスＴ２ の一次巻線のセンタタップＣ
Ｔ１ を介し、一次巻線ＰＷ３ →駆動用トランジスタＱ５

のコレクタ→エミッタを介して流れる。
【００３７】同様に第２のスイッチングトランジスタＱ
４ が「オン」されると第２の駆動用トランジスタＱ６ は
駆動状態と成されて、電源電圧＋Ｖｃｃからの電流ｉ３

は高圧用トランスＴ２ の一次巻線のセンタタップＣＴ１

を介して一次巻線ＰＷ４ →駆動用トランジスタＱ６ のコ
レクタ→エミッタを介して流れる。
【００３８】尚、ダイオードＣＤ１ 及びＣＤ２ はサージ
吸収用のスナバーとして動作する。
【００３９】この様な高圧用トランスＴ２ の一次巻線Ｐ
Ｗ３ 及びＰＷ４ に対して高周波信号の周波数に応じたス
イッチング用の励振電圧を印加することで一次巻線ＰＷ
３ 及びＰＷ４ と疎に結合した二次巻線ＳＷ２ 側には二次
電圧が誘起される。二次巻線ＳＷ２ には直接蛍光灯ＦＬ
１ が接続されているが、漏洩インダクタンスを大にして
いるので二次電流が一定化され、コンデンサレスで蛍光
灯ＦＬ１ を直接駆動することが出来る。
【００４０】上述の構成では高圧用トランスＴ２ として
棒状のボビン６に一次及び二次巻線を巻回し、この両端
部に端子部を形成する保持部材７，８を設けた例を説明
したが、本例に適用して有効な高圧用トランスＴ２ の他
の構成を図１及び図２に沿って詳記する。
【００４１】図１Ａ乃至Ｅは高圧用トランスと上記した
点灯回路とを一体化した構成を示すもので、図１Ａは平
面図、図１Ｂは正面図、図１Ｃは右側面図、図１Ｄは図
１ＢのＣ－Ｃ’断面矢視図、図１Ｅは図１ＢのＡ－Ａ’
又はＢ－Ｂ’断面矢視図を示すものであり、図３との対
応部分には同一符号を付して重複説明を省略する。
【００４２】ボビン６の右端には図３と略同様形状のピ
ン１０が植立され、巻線ワイヤ引出溝１２を形成した円
筒状の保持部材８が嵌着される。保持部材８の円筒中空
部にはコア２が挿入出来る様に構成されている。
【００４３】ボビン６の第１及び第２の巻線が巻回され
る巻線部は５つの鍔部１１，１１…で区切られている以
外は図３と同様の構成である。即ち、鍔部１１，１１…
は図１ＥのＢ－Ｂ’断面矢視図に示される様に二つの巻
線ワイヤ引出溝１２が上方に形成され、ボビン６の右端
に配設される。鍔部１１Ａは同１ＤのＣ－Ｃ’断面矢視
図に示されている様に上方に５つの巻線ワイヤ引出溝１
２が形成されている。
【００４４】ボビン６の左端には絶縁性に優れた合成樹
脂等の保持部材１３が嵌着されている。この保持部材１

３は図１ＥのＡ－Ａ’断面矢視図に示されている様に円
柱状部１３Ａと、この円柱状部上方に５つの巻線ワイヤ
引出溝１２が形成され、更にこの円柱状部１３Ａにはコ
ア２と略同径の座ぐり部１３Ｂが形成される。円柱状部
１３Ａの引出溝１２の形成部を残して上下部を切り出し
平板状と成して端子板部１３Ｃと成し、この端子板部１
３Ｃにピン１４を植立して高圧用トランスの巻線ワイヤ
接続端子とする。この端子板部１３Ｃにはコア２の調整
ネジと螺合する雌螺子１５が形成される。
【００４５】保持部材１３と第１の鍔部１１Ａ間に、高
圧用トランスＴ２ の一次巻線（コイル）ＰＷ３ 及びＰＷ
４ が巻回され、他の鍔部１１Ａ及び１１と１１，及び１
１並びに鍔部１１と保持部材８間には二次巻線（コイ
ル）ＳＷ２ が所定ターン数毎に分割されて巻回される。
この様な高圧用トランスの全長Ｌ１ は略々３７ｍｍ、最
大直径Ｄ＝５ｍｍである。
【００４６】上記した高圧用トランスＴ２ の保持部材１
３に幅６ｍｍ×長さ５０ｍｍ×厚さ１ｍｍ程度の大きさ
のプリント基板１８Ａをバターニングして、点灯回路１
８を形成するＩＣ１８Ｂとの間を上記端子板部１３Ｃに
植立したピン１４を介して接続する様にする。この様に
構成すると、Ｌ２ の長さは４０ｍｍ程度に構成出来て全
体の長さは７７ｍｍ程度で幅５ｍｍ×長さ１００ｍｍ以
下に抑えることの出来る高圧用トランス及びその点灯回
路を得ることが出来る。尚、１８Ｄは取付台を示す。
【００４７】この様な高圧用トランスＴ２ 及びＩＣ化さ
れた点灯回路を用いた小型液晶型テレビジョン受像機の
実施例を図５に示す。図５は組立状態斜視図を示すもの
であり、図５で２２はテレビ受像機の後部筐体を示すも
ので、カバー１６と一体化されて携帯用テレビジョン受
像機筐体を構成する。１７は電池を示し、テレビジョン
受像機を駆動する電源となると共にバックライト用の蛍
光灯ＦＬ１ を駆動し、ＩＣ化された点灯回路１８及び高
圧用トランスＴ２ を駆動する。テレビ駆動回路は図示し
ないプリント基板上にＩＣ化されて後部筐体２２内に収
納されている。
【００４８】１９はＬＣＤパネルで、カバー１６に形成
した窓２０に嵌め込まれる。ＬＣＤパネル１９の後面に
は導光板２１が配設される。この導光板２１の上端にバ
ックライト用蛍光灯ＦＬ１ を載置すると共に下端にバー
状の図１に示した高圧用トランスＴ２ とＩＣ化した点灯
回路１８を一体化し、５ｍｍφ×７７ｍｍ長さ程度に小
型化して配設されている。
【００４９】即ち、本例の高圧用トランス及び点灯回路
は従来の２０ｍｍ幅×１００ｍｍ長さ×高さ２０ｍｍの
点灯回路を５ｍｍφ×７７ｍｍ長さと極めて小型化出来
て、導光板２１と一体化が可能となる。
【００５０】図２に示すものは本例の点灯回路に用いる
高圧用トランスＴ２ の他の取付構造を示すものであり、
本例においては二つの脚部２４Ａ及び２４Ｂを有する略
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コ字状に形成した保持部材２２の両脚部２４Ａ及び２４
Ｂ間に高圧用トランスＴ２ 及びバックライト用蛍光灯Ｆ
Ｌ１ を橋絡する様に装着させ、且つ点灯回路を構成する
ＩＣ１８Ｂを保持部材２２の底部に配設し、且つ両脚に
導光板２１を嵌着する切溝２３Ａ及び２３Ｂを形成し、
図５で導光板２１の下側に蛍光灯ＦＬ１ と高圧用トラン
ス及び点灯回路を配設する様に成したものである。
【００５１】実施例として示す例は以上の通りである
が、本発明に係る点灯回路の実施に当たっては、各具体
的な材質、形状、構造、寸法、配置、用途、付加等は、
上記の発明の趣旨に反しない限り様々な態様のものとす
ることができ、以上に例示したものに限定するには及ば
ない。
【００５２】実施例として示す例は以上の通りである
が、点灯回路の実施に当たっては、各具体的な材質、形
状、構造、寸法、配置、用途、付加等は、上記発明の要
旨に反しない限り様々な態様のものとすることができ、
以上に例示したものに限定するには及ばない。
【００５３】
【発明の効果】以上の説明により明らかなように、本発
明によれば、棒状ボビン又は棒状コアに一次及び二次コ
イルを巻回し、これを保持部材に設けた引出端子に接続
する様にしたので、ＬＣＤ用導光板側縁に沿って配設可
能な小型のものが得られる。又、この点灯回路によれ
ば、高圧コンデンサが不用で小型化が可能な携帯電子機
器に用いて有用なものが得られる。
【図面の簡単な説明】

【図１】本発明に使用する高圧用トランスの一例及び該
高圧用トランスを用いた点灯回路の一実施例を示す構成
図である。
【図２】本発明に使用する高圧用トランスの一例及び該
高圧用トランスを用いた点灯回路の他の実施例を示す構
成図である。
【図３】本発明に使用する高圧用トランスの一例を示す
構成図である。
【図４】本発明に使用する高圧用トランスの一例を用い
た点灯回路の一実施例を示す回路図である。
【図５】本発明一実施例の点灯回路が利用される液晶テ
レビジョン受像機の組立斜視図である。
【図６】従来の高圧用トランスの一例を用いた点灯回路
の回路図である。
【図７】従来の高圧用トランスの一例を示す斜視図であ
る。
【符号の説明】
２  コア
３  高周波発振器
４  駆動手段
５  駆動手段
Ｔ2    高圧用トランス
ＦＬ1  蛍光灯
Ｑ1    駆動用トランジスタ
Ｑ2    駆動用トランジスタ
１８  ＩＣ化点灯回路
２１  導光板

【図１】
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【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】
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